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ENVI Agentクイックスタート 

1. このガイドでできるようになること 

このクイックスタートを完了すると、次のことができるようになります。 

• ENVI Agentが、画像処理ワークフローの計画と実行に役立つか理解できます 

• ENVI Agentを実行するために必要なコンポーネントを理解できます 

• Visual Studio Code（VSCode）環境で ENVI Agentを動かすための設定方法を理解で

きます 

• 効率的なプロンプト入力のコツを理解できます 

• Sentinel-2データセットを使って植生の水ストレス指数画像を作成する例の実行方法を

体験できます 

 

2. ENVI Agentとは 

• ENVI Agentは、解決したい課題や目的を言葉で指示するだけで、ENVI上の複雑な操

作を行うことなく解析結果を得られる支援機能です 

• ENVI Agentは、GitHub Copilot Chatおよび IDL for VSCode拡張機能を活用して動作

します。IDL for VSCode拡張機能が MCP（Model Context Protocol）サーバとして動

作することにより、ENVIに最適化された支援が可能になります 

• ENVI Agentは、ENVI＋IDLライセンスの他に ENVI Agentのオプションライセンスを

必要とします 

 

3. サンプルデータ 

このガイドでは、Sentinel-2 L1Cデータセットと、領域をサブセットするためのシェープ

ファイルを使用します。 

ZIPファイルをダウンロードし、任意のディレクトリに展開してください。 

 

ENVIAgent_SampleData.zip 

 

  

https://vis-webcontent.s3.amazonaws.com/quickguides/Automated+Processing/ENVI+Agent/assets/ENVIAgent_SampleData.zip
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画像は 2026年 4月 8日のコロラド州西部をカバーしており、当時の多くの地域は米国干

ばつモニターで「D4 – 例外的干ばつ」または「D3 – 極度の干ばつ」と分類されていまし

た。 このガイドでは、赤いポリゴンで示されたコロラド州パリセードの農業地域を解析

します。 

 

図 1: サンプルデータ全体図 

 

図 2: 解析エリア, コロラド州パリセードの農業地域 
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4. 背景 

ENVI Agentは 2026年 4月にリリースされたエージェント型 AIアプリケーションで、

ENVIワークフローの計画と実行を支援する地理空間パートナーとして機能します。 

VSCode環境内で動作し、チャットウィンドウを通じて解析を指示します。 

ENVI Agentは人間を完全に置き換えるものではなく、以下のような能力でワークフローを

支援します： 

• 指示された命令の全体的な文脈を理解します 

• 複雑なワークフローの適切なタスク順序を決定します 

• 連続的なユーザー入力なしに自律的に判断を行います 

• 過去の行動を記憶し、将来の判断に活用します 

• 状況に応じて方向転換を図ります 

• 推論の説明や追加の洞察を提供します 

 

5. セットアップ 

5.1. 必要なソフトウェアおよびライセンス 

• ENVI 6.2 + IDL 9.2（またはそれ以降） 

• ENVI 6.2 + IDL 9.2 ライセンスおよび ENVI Agentライセンス 

• Visual Studio Code（無償） 

• IDL for VSCode拡張機能（無償） 

• GitHubアカウント（無償） 

• GitHub Copilot（有料版） ※無料版では ENVI Agentの機能が制限されます 

 

5.2. インストール手順 

詳細は ENVI/IDL Agentインストールガイドをご参照ください。 

1. VSCodeをインストール 

2. IDL for VSCode拡張機能をインストール 

3. GitHub Copilot Chat拡張機能をインストール 

4. （任意：VSCodeの UI環境を日本語化したい方）日本語入力拡張機能（Japanese 

Language Pack for Visual Studio Code）をインストール 
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5.3. ENVI Agentの開始手順 

① VSCodeを起動します。 

② UIの左側の拡張機能アイコンで Copilot Chatと IDL for VSCodeが有効か確認します

（Copilot Chatは表示されなくても、検索して”インストール“ボタン表示が無ければ

インストールされています）。 

 

図 3: 拡張機能アイコン 

 

③ 画面上部メニューバーの「Sign in to use AI features」をクリックします。 

 

図 4: Sign in to use AI Featuresボタン 
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④ GitHubでログインします。GitHubサブスクリプション情報を求められたら入力し、

VSCodeの使用を承認します。 

⑤ VSCode左下のアカウントアイコンでログイン状態を確認します。 

 

 

図 5: アカウントアイコンとログイン情報 

 

⑥ 右側のチャットウィンドウをドラッグして広げます。このガイドでは主にチャットウ

ィンドウを使用します。 

 

図 6: GitHub Copilot Chat機能 
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⑦ ここでは AIモデル選択で「Claude Sonnet 4.5」の選択を推奨します。また、その左に

あるアイコンが「Agent」モードになっていることを確認してください。 

 

図 7: 利用する大規模言語モデル(LLM)の選択 

 

⑧ 左側のエクスプローラアイコンからワークスペースフォルダを設定します。「Open 

Folder」をクリックして、サンプルデータを保存展開したディレクトリを追加しま

す。この例ではディレクトリ名は「Sentinel-2 Palisades」です。 

 

図 8: Open Folderボタン 

 

図 9: 選択したディレクトリの表示確認 
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6. プロンプト作成のコツ 

チャットウィンドウで入力するコツを紹介します。 

• 「ENVIを使って」などと明記すると ENVIのツールを使うよう指示できます 

• 最初から具体的に書くと効率的です。曖昧な指示への回答は時間がかかります 

• 曖昧で手順がわからない場合は Agentが質問して明確な説明を促してくれます 

• 文書や画像をチャットに添付することも可能です 

• 無料公開されている衛星データの検索・ダウンロードも依頼できます 

• デフォルトでは ENVIヘッドレスモードの UI無しで実行します。結果を ENVIで表示

したい場合は明確にリクエストします 

• テーマごとに新しいチャットを開始すると混乱を防げます。チャットメニューバーの

右上の「New Chat」ドロップダウンリストから選択できます 

 

図 10: 新しいチャットの選択ボタン 

 

7. 解析例：植生の水ストレス解析 

7.1. 前処理ステップのプロンプト例 

チャットウィンドウで以下の文章を入力し、Enterキーを押してください。 

 

ENVIを使って Sentinel-2画像を前処理してください。（1）10mと 20mバンドのレイ

ヤースタック作成、（2）大気補正、（3）付属のシェープファイルで示された関心領域を

含むサイズに空間サブセット、（4）シェープファイル内のピクセルのみ残すマスクを適

用し、結果を ENVIに表示してください 

 

ENVI Agentは内部でタスクを計画し、必要に応じて許可を求め、問題を自律的に解決しま

す。 

また、本クイックスタートの図では ENVI Agentからの対話の回答が英語表記になってい

ますが、日本語で入力した指示の内容については、部分的に日本語の文章を用いて結果が

返ってきます。 
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図 11: 推論工程 

 

エージェント型アプリであるため実行ごとに同じ結果や回答を生成しないことがありま

す。特定のタスクを実行するための許可を促された場合、許可ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

図 12: 実行許可を与える 

 

チャットウィンドウを見ていると、ENVI Agentが問題を自力で解決していることもありま

す。 

 

図 13: エージェントによる自律的な問題解決 

 

また、内部の ToDoリストを作成し、進行状況を表示することもあります。 
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図 14: ToDoリストによる進行状況の可視化 

 

もし ENVI Agentへの指示を追加・修正などする場合はチャットウィンドウでコメントを

追加できます。これによりエージェントが方向性を変え新しい状況に対応します。例え

ば、ENVI Agentは ENVI内ステップを使用する代わりに IDLを用いたりすることもありま

すが、「ENVI内で処理し結果を ENVIで表示してください」と指示すると ENVI Agentか

ら了解の旨のメッセージがあります。 

 

図 15: 対話的な指示 

 

ENVI Agentがタスクを実行している間 ENVIアプリケーションが使用され、時折進捗メッ

セージを表示します。処理には数分かかります。完成すると、達成した内容の概要が表示

されます。 
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図 16: 推論結果の詳細の表示 

 

処理完了後、ENVIに画像が表示されます。 

 

図 17: ENVI上で表示された処理結果 
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7.2. 水ストレス指数の作成 

前処理が完了したところで、ENVI Agentに植生の水分ストレス解析のための選択肢を尋ね

てみます。 

 

この画像で作成できる干ばつ・水分ストレスのスペクトル指数は？ 

 

ENVI Agentが利用可能な指数をリスト化します。 

 

図 18: 利用可能なスペクトル指数の提示 
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7.3. 指標画像の作成 

次のプロンプトを入力してください。 

 

MNDWIと DWSIの画像を作成し ENVIでそれぞれ表示して、解釈方法を教えてください 

 

処理が完了すると ENVIに画像が表示され、計算方法・解釈・意義が説明されます。 

 

 

図 19: 修正正規化差水指数(MNDWI)画像 
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図 20: 病気水ストレス指数(DWSI)画像 

 

 

 

 

図 21: 説明された計算方法・解釈・意義 

 

7.4. 重度の干ばつストレス領域の抽出 

次に、重度の干ばつストレス領域を抽出するために少々抽象的な指示をしてみます。 

 

DWSIが低く、MNDWIが負の領域を赤色の『Severe Drought Stress』クラスとして作

成 
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ENVI Agentが「低い DWSI」と「負の MNDWI」という入力に対して閾値を自動決定し分

類画像を作成します。ただし、この結果は実施ごとに異なる結果を返すことがあります。

ここでは一例を挙げます。 

 

図 22: 出力された条件を満たすクラス「Severe Drought Stress」 

 

 

図 23: クラス作成のために行われた推論 

 

この画像を見ると、ほとんどが赤いクラスに分類され、閾値の設定が緩かったことが考え

られます。これを基に、別の閾値設定を明示的に試してみます。 

 

DWSI < 0.6、MNDWI < -0.7 の条件でクラスを作り直してください 

 

処理が完了すると、以下のようなクラス画像が作成されます。 
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図 24: より厳しい条件で作成されたクラス 

 

図 25: 更新された結果についての詳細 

 

7.5. 解釈についての質問 

以下のプロンプトを実行します。 

 

この分類画像が干ばつ・植生ストレスの観点でどのような意義を持つか説明してくださ

い 

 

ENVI Agentは画像処理タスクの実行や解析結果表示だけでなく、洞察や背景知識も提供し
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ます。以下のように、処理の説明や考察を提示します。 

 

図 26: 洞察や背景知識の提供① 
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図 27: 洞察や背景知識の提供② 
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図 28: 洞察や背景知識の提供③ 

 

ENVI Agentが生成した画像は自動的にテンポラリフォルダに保存されます。ENVIで表示

されている画像を任意に保存したい場合は File > Save As > Save Raster As (ENVI, NITF, 

TIFF, DTED)で保存できます。 

 

これでクイックスタートは終了です。ENVIと VSCodeを閉じてください。チャットセッ

ションは VSCodeの履歴に残ります。 
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8. まとめ 

ENVI Agentは ENVIの強力な解析機能と解釈機能を活用し、以下を提供します。 

• 解析ワークフローを自動化し、効率的なデータ処理を実現できます 

• アシスタント機能による柔軟なタスク適応により、ENVIの解析機能の解説や問題の解

決方法決定の補助を実施し、解析結果の洞察を提供します 

 

9. 問い合わせ先 

ご不明点・ご質問がある場合は、弊社の製品技術サポートにお問い合わせください。 

 

NV5 Geospatial株式会社 製品技術サポート 

support_jp@NV5.com 

 


